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アルミ箔に匹敵する水蒸気バリア性を実現させた
透明蒸着ハイバリアフィルム２製品を発売


三菱樹脂株式会社
　三菱樹脂株式会社（本社：東京都中央区　社長：神尾 章）は、透明蒸着ハイバリアフィルム「テックバリア」シリーズにおいて、アルミ箔にも匹敵する水蒸気バリア性（水蒸気透過率１０－２レベル）を実現させた新製品「テックバリアＨＸ」と「テックバリアＳＸ」を開発しました。2008年4月1日から販売を開始します。

精密電子機器部品や医薬・医療品包装用フィルムには、高い防湿性が求められるため、水蒸気バリア性に優れたアルミ箔が主として採用されています。しかし、アルミ箔での包装は、内容物の確認が難しく、電子破壊の心配があるため、視認が可能で絶縁性を持ったバリアフィルムが求められています。
今般開発した透明蒸着ハイバリアフィルムは、この高い水蒸気バリア性を求められる精密電子機器や医薬・医療などの工業分野向けに開発したもので、蒸着技術と特殊コーティング技術の改良によって水蒸気バリア性の向上を追求し、アルミ箔にも匹敵する水蒸気バリア性（水蒸気透過率１０－２レベル）を実現しました。
「テックバリアＨＸ」の水蒸気透過率は、０．０５（g／(m2･day)、40℃／90%RH）と、昨年発売の「テックバリアＡＸ」に比べて水蒸気バリア性を約３倍に向上させ、当社の「テックバリア」シリーズにおいても、最高の水蒸気バリア性を実現したハイグレード製品です。
また、「テックバリアＳX」は、水蒸気透過率０．０７（g／(m2･day)、40℃／90%RH）と「テックバリアＨＸ」とほぼ同等の水蒸気バリア性を実現するとともに、基材フィルムに当社のガスバリアナイロンフィルムを用いることで優れた耐屈曲性（ゲルボフレックス性）をも有し、複雑な形状の梱包物や重量物の包装に適した商品です。

当社は、今回の２製品の発売により、アルミ箔を使用した包装材の代替素材として、従来製品と合わせさらに品揃えを充実させ、お客様の多様な要求性能等にきめ細かく対応することで、精密電子機器・部品、医薬・医療品の包装フィルムとして拡販を図り、
５年後３０億円の売上を計画しています。
【用語解説】

・透明蒸着ハイバリアフィルム「テックバリア」
ＰＥＴフィルムなどの基材フィルムの表面にシリカを均一に蒸着することで、優れた水蒸気バリア性、ガスバリア性を付与した高機能フィルムです。

・シリカ（SiOｘ＝ケイ素酸化物）

シリカは、地殻の約６０％を占める珪素の酸化物。地上で一般的に存在する無害な物質です。　

【ガスバリア性能】


	
	水蒸気透過率
（g／(m2･day)、40℃／90%RH）
	酸素透過率
（ml／(m2･day･MPa)、25℃／80%RH）

	テックバリアＨＸ
	０．０５
	０．５

	テックバリアＳＸ
	０．０７
	０．７


【写真：透明蒸着ハイバリアフィルム】
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